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始めに 

 

  この「富士山自然保護活動の概要」は、富士山の森を守るホǷǬラǹの会が調査した結果をあ

りのままに報告するものです。 

  今回この冊子が初版本となりますが、これは当会が、2013 年に発足して以降の調査結果を

収録しています。 

自然環境の移り変わりを見ていくためには、様々な環境に関わる現象について可能な限り定量

的に把握していくことが大切だと思っています。 

富士山の植物や動物などの自然環境の実態を知って頂き、保護・保全活動などを行うための基

礎資料として活用して頂ければ幸いです。 

 

 

 

  注 

    冊子の中で水色の記載の部分は令和元年度に実施した活動部分です。 
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第１章 当会が活動している主なエリアについて 

 

  当会は、東富士山麓の下図に示したエリアにおいて原生する樹木の保護、植生・野鳥・動物等の実態調査、

更には地中の温度や水分量などの自然環境についてのモȋǿリンǰ調査等に取り組んでいます。 

 須走口エリアは標高 1,200m から 1,350m、御殿場口砂礫地エリアは標高 1,400m、二Ȅ塚エリアは標高

1,700m、旧須山口エリアは標高 1,350m から 1,550m、南山林道エリアは 1,400m、水が塚エリアは

1,350mから 1,400mの付近になります。 
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第 2章 森林及び樹木の保護活動と各エリアで実施している環境調査の目的と期待される効果 

について 

 1  保護活動について 

                                 東富士山麓内の樹木を鹿の食害から保護するため 9 か所に

概ね 25×25m(うち 1 個所は流出)の鹿柵を設置すると共

にこれまでに約 300 本の樹木にȍȃȈ掛作業を行っていま

す。鹿柵や樹木へのȍȃȈ掛作業は、静岡森林管理署や常葉

大学と連携し行って 

います。 

 

 

 

鹿柵の中と外の様子 

  2  環境調査について 

  (1) 侵入植物の実態調査について 

    自然環境への人為的な影響の多い御殿場口登山道の砂礫地において調査をしています。調査は、5月

から 11 月にかけて砂礫地をくまなく歩きながら、本来富士山にはないはずの植物を目視で見つけ

出すという方法です。侵入植物は様々な要因により入り込んでまいりますので、継続して監視して

いくことが大切であると考えています 

 

① 調査の目的 

    ア) 除去すべき植物を特定する。 

    イ) 富士山の自然植生を考えるために、侵入植物の実態を正確に把握する。  

    ウ) 富士山への関わり方について考えて頂くために侵入植物の由来を明らかにする。 

② 期待される効果 

    ア) 的確な除去活動を推進し、富士山の自然植生の復元に繋げることが出来る。 

    イ) 富士山の自然環境の保護保全に向けた係わり方について再考する契機となる。 

    ウ) 訪れる人々に自然保護の在り方を考える契機となる。 

 

  (2) 植物相の生育調査について 

    御殿場口砂礫地や各エリアにおいて、ǳȉラーȈを設定し、そこに生育している植物の種類特定する 

と共に、どのようの種類の植物が繁殖し衰退していくのかについて、継続的に調査をしています。 

ǳȉラーȈとは、一定の大きさの方形の区画を設定し、その中の生物相を調査するものです。区画は、 

概ね５×５mの広さです。 

 

 

注 ǳȉラーȈの中に生えている植物の量についての見方 

           r ・・ ごく少ない      1・・・ 1～10%     4・・・50～ 75% 

           ＋・・・1%以下         2・・・10～25%          5・・・75～100% 

                         3・・・ 25～50% 
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   ① 調査の目的 

    ア)御殿場口砂礫地の植物全体の広がりの推移を確認する。 

    イ)どのような植物が繁殖し、衰退していくのかを確認する。 

 

   ② 期待される効果 

    ア)御殿場口砂礫地の在来植物の保護保全の在り方について道筋を開くことが出来る 

    イ)二ホンǸǫや温暖化など環境の変化に伴う影響について考える契機となる。 

 

(3)  気温・地表・地中の温度のモȋǿリンǰ調査について 

     植物の生育には温度環境が大きく影響をしています。今後の富士山の植生を考える上でその温度環境 

の実態を把握することは大変重要であると考えています。そのため、2016年から環境ǻンǵーロǬ 

ー(測定器)を砂礫地ゃ草本植物が密集している場所(この場所をȑȃȁと言います。)、及び森林の中

に設置して調査を行っています。 

 この調査は、高さ 1mのところの気温、地表面の温度、地下１５cmの地中の温度を 1時間ごとに連 

続で測定するものです。 

 

  

① 調査の目的 

   ア)富士山の様々な場所の温度を把握し、富士山の植生を考える基礎資料とする。 

    イ)植物、昆虫、鳥類、動物など生態系全般を考える上で基本的な環境要素である温度の実態を把握 

する。 

    ② 期待される効果 

     ア)富士山と他の山との植生の違いなどを考える上で重要な手掛が得られるものと期待をしている。 

     イ)富士山の自然環境の現状が何故そのようになっているかを考える上で基本となるȇーǿを取得 

できる。 

 

 

   (4) 土壌中の水分量調査について 

  草本植物、木本植物の植生や生態系、更には富士山の水源涵養機能などについて考え 

ていく上で地中の水分環境の実態を把握しておくことは環境要件の一つとして大切な事 

と考えています。このため、2017年から当会が活動を行っている様々な地点において 

モȋǿリンǰを行っています。 
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 この調査は、地下１５ǻンȁの地中の水分を測定しています。調査は、雨の降っていない日に行ってい 

ますが、調査日以前の天候にも影響を受けるものと思われますので、より平均的な水分量を把握するた 

め定期的にモリǿȋンǰ調査を行っています。調査方法は、地下 15ǻンȁのところの土壌を採取した 

後、土の重さを測定しこれを乾燥させた時の重さの差を計測し水分量としています。 

                                

                           

図は、採取した土の様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 ①  調査の目的 

   ア)富士山の地中の水分は、砂礫地、草原、森林などの環境の違いによりどのように変化するのか 

を把握する。 

    イ)富士山の地形、地下の溶岩流の構造は大変複雑となっています。様々な地点でどの様な水分量 

の違いがあるのかを把握する。 

②  期待される効果 

   ア)草原や森林、土壌中の微生物の生育には地中の水分量が大きく関わっています。生態系の成り 

立ちなどを考えるための基礎ȇーǿになるものと期待しています。 

 

(5)   鹿柵内での植生・毎木調査について 

    鹿の食害を防止することで、富士山本来の自然の植生を確認すると共に柵内の樹木の種類と地表か

ら 130cmの位置の幹回りと樹高を計測し、生育状況の調査をしています。 

 

①  調査の目的 

   ア)富士山に生育している樹木や草本植物を鹿の食害から保護し保全に努める。 

イ)草本の種類の増減、地中を人工的に攪乱することによる埋没している種の発芽、鳥類・小動物に 

よる森の形成について確認する。 

    ウ)樹木の生育状況を知る。 

②期待される効果 

    ア)富士山の自然植生を回復する契機となる。 

イ)樹種ごとの成長量を把握することで森の形成過程を考える基礎資料になると期待している。 

      ウ)富士山の森が持つ Co2吸収量などを考えるための貴重な資料になるものと期待をしている。 
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    (6) ǻンǵーǫメラによる動物調査 

       各エリアの周辺に赤外線によるǻンǵーǫメラを設置し、 動物の生息調査をしてます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 ① 調査の目的 

  ア)生息している動物の種類を確認する。 

   イ)季節に応じた生息状況を知ることで、動物の行動を確認する。 

   ウ)各エリアの生息の違いから、自然環境の現状を考察する。 

 ②期待される効果 

   ア)多様な動物が生息する森づくりの在り方について貴重な指標になるものと考えて いる。 

 

   

 

 

 

 (7)    富士山にかかる雲や霧の発生状況調査について 

 富士山の天候は目まぐるしく変化を致します。麓から観察しているとほとんどの日が 

富士山のどこかに雲や霧がかかっている様子が見て取 

れます。雲がかかっている時に富士山は雨となってい 

ることもあると思いますが、単なる雲や霧でも生物に     

は大きな恵みを与えているものと考えられます。この 

ため、朝 7時の時の雲や霧などが右の図のどのマǹの 

位置に発生しているかを毎日観察しています。 
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  ① 調査の目的 

   ア)身近な富士山の気象の一部を知る。 

     イ)植生を考える上での基礎資料を得る 

  ② 期待される効果 

   ア)草原、森林、昆虫、鳥類などの生息、生育との関係を考えるための資料になるもの 

          と期待している。 

 

 

 

 

 

   (8)   雨水の成分調査について 

    富士山には様々な物質を含んだ雨が降っています。これが地下水として湧き出すときは、適度に 

ミȍラル分を含んだ良質な地下水となって私たちの生活を支えています。 

 浄化の仕組みは複雑ですが、まずは供給源となる雨の実態を調査することから始めたいと思います。 

森の中と地表がむき出しになっている砂礫地の 2か所で調査をしています。 

 

 

   森の中雨水の採取         砂礫地の雨水の採取 

 

 

 

  ① 調査の目的 

   ア)富士山には、どのような物質を含んだ雨が降り注いでいるかを確認する。 

    イ)樹木の葉に降り注いだ雨と直接降り注いだ雨との違いを確認する。 

  

   ② 期待される効果 

    ア)土壌のろ過作用や土壌微生物の分解作用など浄化機能を考える上で重要なȇーǿになるもの 

と考えている。 

   イ)森林内の腐葉土層に生息している微生物の働きを認識する契機となり、森づくりの重要性に繋 

げることが出来るものと期待している。 
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   (9)  ǯモの生息状況調査について 

      調査は、旧須山口登山道周辺に設置した鹿柵内と同規模の面積の柵外について実施しています。 

調査方法は、調査員 5名、調査時間は、10分と限定し目視で調査をしています。 

 調査時期は、春と秋に行っています。 

                 

 

 

    ① 調査の目的 

     ア)ǯモの種類ごとの生息数を確認する。 

 

    ② 期待される効果 

     ア)ǯモは、昆虫類を主食としています。ǯモの生息状況を確認することで昆虫類の 

       生息状況を類推することが出来るものと期待している。 

           イ)森づくりが、生物の多様性に繋がっているかを考察する上で貴重な目安になる 

ものと期待をしている。 

 

 

 

(10)  樹木の水分含有量調査について 

    同一の標高における様々な樹木(主に枝や葉)を採取し、土壌水分量調査と同様に重量を測定し、これを 

乾燥機で十分乾燥させた後の重量を計測し重さの差を水分量としています。 

 

 

    ① 調査の目的 

      ア)樹木の種類ごとの水分量の違いを把握する。 

       イ)同一の樹木でも標高や場所によってどのような違いがあるかを把握する。 

 

    ② 期待される効果 

      ア)標高や場所の違いによって優先植物がなんであるかを推測できるものと考えている。 

       イ)自然の森の成り立ちを考える契機になるものと考えている。 
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第 3章 各エリアの環境 

 

1   御殿場口砂礫地エリアの環境について 

  

 (1) 侵入植物の確認状況について 

 

   御殿場口の砂礫地(第 1章の砂礫地エリア)に侵入している植物について 2014年から毎年調査をしてい 

ます。 

その結果、現在まで 98種類の侵入植物を確認しました。これらの侵入植物については、会員を始めボー  

イǹǫウȈさん、地本の皆さんと協働で除去に努めています。今後とも、侵入植物の状況について調査を 

してまいります。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 侵入植物の種類については、上記の通り「雪代堆積地の侵入植物」として纏めています。 

 

                        

 

 

(2) 砂礫地における植物の生育状況について 

 

     侵入植物や盗掘、観光客等による踏み荒しなど富士山との関わり方に課題を抱えています。特に、富士山 

     に生育している植物は厳しい環境の中で命を繋げてきましたが、手荒な富士山との係わり方が現在も続い 

   ており荒廃してしまうのではないかと心配されています。 

    このため、砂礫地の 4か所に 5×5mの四角(以下ǳȉラーȈと言います。)を設定し、その中の植物の生息 

   状況について調査をしています。生息状況については、ǳȉラーȈ内に占める植物の種類ごとの量を目測 

     し 、これを継続してモリǿȋンǰ調査をしていくことでその推移を観察していくこととしています。 
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     ① ǳȉラーȈ内の植生調査結果(1,459m付近) 

      1)  ǳȉラーȈ１の中の植生          

分類 種類 1回目 

生育量 

2回目 

生育量 

増減 評価 

木本 マメǰミ 

ǷモȄǱ 

ミヤマイボǿ 

ミヤマヤȊǮ 

イȌǳリヤȊǮ(植) 

ȋǷǭウȄǮ(植) 

     

   r 

   ＋       

   r 

     ＋ 

 

 

 計 4種 

 

  ＋ 

 

 

  ＋ 

   r 

計 3種 

× 

± 

× 

× 

植栽 

植栽 

草本 ǫリヤǹモȉǭ 

ǭǪン 

ǯǵボǿン 

ǳǿȌǭラン 

ǿȁȄボǹミレ 

ȎǳンǮǯ(植) 

ǿǫȍȎǬリヤǹ 

ヤマホǿルブǯロ 

ヨモǮ 

ȍǸȐȊ 

フǸアǶミ 

   ＋ 

     ＋ 

   ＋ 

   ＋ 

   ＋ 

     ＋ 

   ＋ 

   1 

     ＋ 

 

 

 計 9種 

  2 

 

     r 

    ＋ 

  ＋ 

   r 

  ＋ 

  ＋ 

  ＋ 

   r 

   r 

計 10種 

＋ 

× 

▽ 

± 

± 

▽ 

± 

▽ 

± 

新 

新 

☆ 1回目  2016年 8月 1日実施 

☆ 2回目  2019年 8月 29日実施 

 

 

 

 

 ǳȉラーȈ内の植物の分布の様子 

 

☆ 2019 年の調査によると本来この地点にはない

はずの植物が 2種類確認されました。これらは植栽活動

により持ち込まれたもので、今後どのような植生になる

か注視しています。 
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 2) ǳȉラーȈ 2の中の植生(1,462m付近) 

分類 種類 1回目 

生育量 

2回目 

生育量 

 増減評価 

木本 ウリȏȀǫエȇ(植) 

ǷモȄǱ 

ミǺȊラ(植) 

イボǿȎǭ(植) 

ウȄǮ(植) 

ȋǷǭウȄǮ(植) 

イȌǳリヤȊǮ(植) 

イȌエンǸュ(植) 

    

  r  

   ＋ 

 

 

 

 

 

 

計 2種 

  ＋ 

  r 

  ＋ 

  ＋ 

  ＋ 

  ＋ 

  ＋ 

  ＋ 

計 8種 

＋ 

▽ 

植栽 

植栽 

植栽 

植栽 

植栽 

植栽 

草本 イǿȉリ 

ǫリヤǹモȉǭ 

ǭǪン 

ǯǵボǿン 

ȎǳンǮǯ 

ヤマホǿルブǯロ 

ヨモǮ 

ǿȁȄボǹミレ 

フǸアǶミ 

     

    2 

    2 

   ＋ 

  ＋ 

  r 

    1 

   ＋ 

 

 

 計 7種 

  1 

    2 

    ＋ 

   r 

 

    1 

    ＋ 

   ＋ 

  r 

計 8種 

▽ 

± 

± 

▽ 

× 

± 

± 

新 

新 

☆ 1回目 2016年 8月 1日実施 

☆ 2回目 2019年 8月 29日実施 

 

 

 

                                

   ǳȉラーȈ内の植物の分布の様子 

 

☆ 2019 年の調査によると本来この地点にはない

はずの植物が 6種類確認されました。これらは植栽活動に

より持ち込まれたもので、今後どのような植生になるか注

視しています。 
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 3) ǳȉラーȈ３の中の植生(1,442m付近) 

分類 種類 1回目 

生育量 

 

 

増減評価 

木本 ウȄǮ 

ウリȏȀǫエȇ 

ǫマȄǫ 

ȊȊǫマȉ 

ヤマȏンȎǭ 

 

    計 5種種

 r 

    r 

    r 

    r     

    1 

 

 

雪代により 

崩壊 

 

草本 イǿȉリ 

ǫリヤǹモȉǭ 

ǭǪン 

ǮボウǷ(sp) 

ǹǹǭ 

ȈȀǷȐ 

フǸアǶミ 

ヤマȏȏǳ 

ヨモǮ 

 

     計 9種類 

    1 

    1 

    ＋ 

    r 

    ＋ 

    ＋ 

 ＋ 

  r 

     2 

 

 

 

 

雪代により 

崩壊 

 

☆ 1回目 2016年 8月 1日実施 

☆ 2回目 2019年 8月 2  

    4)  ǳȉラーȈ４の中の植生(1,45m付近) 

分類 種類 1回目 

生育量 

 

 

増減評価 

木本 アǪȀモ 

イȌエンǸュ 

ウリȏȀǫエȇ 

ǫマȄǫ 

ǷモȄǱ 

ȊȊǫマȉ 

マメǰミ 

ミǺȊラ 

ミヤマイボǿ 

ヤマボウǷ 

  計 10種類 

 r 

 1 

  ＋ 

 ＋ 

 ＋ 

  r 

   r 

  ＋ 

 ＋ 

 1 

 

 

 

雪代による

崩壊 

 

草本 イǿȉリ 

ǫリヤǹモȉǭ 

ǭǪン 

   ＋ 

  2 

   ＋ 
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ǹǹǭ 

ȎǳンǮǯ 

フǸȏǿǶǪ 

ヤマホǿルブǯロ 

ヨモǮ 

  計 8種類 

 r 

   ＋ 

 ＋ 

 ＋ 

  ＋ 

雪代による

崩壊 

☆ 1回目 2016年 8月  1日実施 

☆ 2回目 2019年 8月 29日実施 

 

                                

         

                                            

  (3)砂礫地の温度環境について 

 

① 砂礫地 

  2016年の調査結果は下図の通りです。植物のない砂礫がむき出しになっていると 

ころでは地表面の温度が 50℃を上回るほどの高温になることや、それでも地中の温度 

は概ね 20℃以下に保たれていることが分かりました。 

      砂礫地の調査地点は、概ね 1,418m地点になります。 

     

 
② ȑȃȁ 

 2016年の調査結果は下図の通りです。草本植物が密集しているところでは地表面 

の温度は概ね 30℃以下に保たれ、地中の温度も 20℃を上回らない環境にあることが 

分かりました。 

 ȑȃȁの調査地点は、概ね 1,473m地点になります。 
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③ 森林内 

 2016年の調査結果は下図の通りです。森林におおわれた環境になると地表面の温 

度は 27℃以下に保たれ、地中の温度は夏場でも 18℃以下、また気温が 5℃を下回っ 

ても 10℃前後に保たれることが分かりました。 

 森林内の調査地点は、概ね 1,430mになます。 

 

       
    

    

 

 

 

 

                                      13 

0

5

10

15

20

25

30

35

気温 地表の温度 地中の温度

℃

パッチにおける温度

最低 最高

0

5

10

15

20

25

30

気温 地表の温度 地中の温度

℃

森の中の温度

最低 最高



(4) 砂礫地エリアの地中の水分量について 

              

     砂礫地 2か所、森林内１か所で調査をしています。調査は、3ヶ所とも同じ日に実施 

しています。砂礫地でも標高によって水分量が変わってくること、森林内は水分量が豊富 

であることが分かります。 

 

 

 

 ‘17年度調査 

        

調査         水分量(%)                  

回数       最小  最大   平均 

‘18年度調査 `19年度調査 

 

調査  水分量(%) 

回数    

標高 1,473m の

砂礫地 

4     10.0    12.0      10.9    1       11.5 

標高 1,445m の

砂礫地 

4     10.7    15.0      12.8 1       10,9 

標高 1,430mの 

森林内 

4     15.4    24.6      18.3 1       17,8 

 

 

                                           

 

2 旧須山口エリアの環境について 

    須山口登山道沿線の 4か所に鹿柵を設置し、母樹となる樹木を保護すると共に、柵内の 

   植生や樹木の幹回りなどを測定し、今後どの様に変化をしていくかを調査しています。 

  

 

 (1)  1,402m付近に設置した鹿柵内の環境について 

 

① 植生の様子 

      鹿柵内には 3か所にǳȉラーȈを設定し植生の様子を継続してモȋǿリンǰをして 

いくこととしています。 

     3 か所のǳȉラーȈの内、最も植物の種類が多かったǳȉラーȈ内の植生の様子です。 

      2年間で木本は 8種類、草本は 1種類増殖していることが分かりました。 
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                1回目調査  2回目 調査                増減評 

                      

                                     生えている量 生えている量 

      

 

        アǪȀモ       ＋          2                  ＋ 

          木本    アǺǭȊǷ                   r                  新 

           イǿヤǫエȇ                      ＋                  新  

           イロȏǫエȇ                      ＋                                   新 

           ウラǸロモミ      r       r                  ± 

           ǪǪイǿヤメイǲȄ     r          ＋                  ＋ 

           ǪǪモミǸ         r                                    ▽ 

                   ǫǸǫエȇ                      r                  新 

           ǯマǷȇ                           r                  新 

           ǵルȊǷ                          ＋                  新 

           ǹǺǿǱ          r           r                  ±                  

           ȄǿウルǷ                         r                  新 

           ȄȎȏǷȐミ       r                        ▽ 

           Ȅルウメモȉǭ                    ＋                  ＋ 

           マメǶǯラ                         r                  新 

           マユミ                            ＋                  新 

           ミǺǭ        ＋     ＋                  ± 

           ミǺȊラ               r                  ＋ 

           ミヤマイボǿ        r                        ▽ 

 

                                        計 8種     計１６種 

 

      草本  ǯワǬǿǽウ                      r                                   新 

                           

                          計 1種 

 

                                   

            1回目の調査  `14年 9月 30日 

      2回目の調査  `16年 9月 16日 
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 ② 樹木の様子 

    4 年間で最も成長率が大きかったのは、ǫǸǫエȇでした。平均成長率は 1,04 でした。 

   今後樹種毎や標高ごとに検討していきたいと思っています。 

 

                                           樹種毎に最大の樹木の幹回り(ｃｍ)     成長率 

      樹木の種類               

                                          本数  `14年 9月 12日 `18年 9月 11日 

                          

                              

       ǪǪイǿヤメイǲȄ       12         49,5          54,0        1,09 

            アǪȀモ            7          26,5          27.1                1,02 

      イǿヤǫエȇ          6         177,0             180.2                1,02       

            ȄȎȏǷȐミ          1      16,0               枯死 

      ȎリウȄǮ           1          15,5             枯死 

            ミヤマイボǿ                   2          20,0               枯死 

        アǵȎȏǫエȇ                 2          41,0               43,0                1,05 

            マユミ                         2          33,0          35.0                1,06 

            ǫǸǫエȇ                    1          10,0               11.0                1,10 

      ミǺȊラ                      1         145,5             152.6                1,05 

           ȊȄȄȐǭ                     2          91,0               枯死 

            ȒǳǵンȒメǷャラ             2          38,0               37,0                  - 

           ǳȐȎǯロウメモȉǭ           1          24,0               24.0                  -  

            ミǺǭ                         1         161,0             167.0                1,04 

           ウȄǮ             1          17,5               16.0                  - 

            ȀǱǫンȐ                     1         213,5             214,0                1,00 

            ǪǪモミǸ           1          96,0               96.5                1,01 

     

                          計 17種  計４４本                                           平均成長率 

                                                       1,04 

 

           注  幹回りは地上 1,3mの位置で測定 

 

 

           ③ 地中の水分量について 

 ‘17年度調査 ‘18年度調査  `19年度 

 

 

                        

    水分量(%) 

調査 

回数    最小   最大  平均 

    水分量(%)    水分量(%) 

調査 

回数 

1,402m付近に設置し

た鹿柵の中央部     

 

 

2   41.7    41.9    41.8 

                    

1        47,0          57.3 
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 ④ ǯモの生息状況 

   

 ‘18.9.13 曇り 調査者 5名 `19,9,14 曇り 調査者 3名 

ǯモの種類 鹿柵内の数   鹿柵外の数 鹿柵内の数    鹿柵外の数 

ǿȊǰモ sp1 6              3    15                21 

Ǫȋǰモ sp 9              3                          1 

ǳモリǰモ 2 6 

Ȓメǰモ                3 2 

Ȓメǰモ sp1  4 

ǵラǰモ sp1  3                 2 

ǵラǰモ sp2  1                 1 

ȄリǬȍȒメǰモ                  1 

 

 

⑤  実生の生育状況調査 

  ☆鹿柵内のǳȉラーȈ 3か所中の中央部における調査結果。 

    特徴  ȐライȁǴとアǪȀモが優先的に生育。  

          

                         `19年 10月 7日調査 

確認木本 

   被度 90% 

成長量(cm) 

    

  

アǪȀモ 50   

ミǺǭ 104   

ǵワǰルミ        40   

ミヤマイボǿ  65   

ミヤマǶǯラ        74   

ǫǸǫエȇ        30   

ǭȏȀ        35   

ǹǺǿǱ        40   

アǵȎȏǫエȇ    

ǪǪイǿヤメイǲȄ    

Ȅルウメモȉǭ    

イロȏǫエȇ    

イȌǷȇ    

ミǺȊラ    

ǵルȊǷ    

イǿヤǫエȇ    

ウラǸロモミ    

 

☆鹿柵内全体におけるǹǺǿǱの生育株数は 18株を確認 
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☆ 鹿柵外のǳȉラーȈにおける調査結果 

`19年 10月 7日調査 

確認木本 

      被度 1% 

成長量 

 

  

ǫエȇ sp 5ｃｍ以下   

ミヤマイボǿ 5ｃｍ以下   

ȀǱǫンȐ 5ｃｍ以下   

ȄǿウルǷ 5ｃｍ以下   

ǵワǰルミ 5ｃｍ以下   

 

 

         ⑥     ,18年の植物の復元状況               ,19年の植物の復元状況 
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   (2) 1,452m付近に設置した鹿柵内の環境について 

 

     ① 植生の様子 

 

      鹿柵内には 2か所にǳȉラーȈを設定し植生の様子を継続してモȋǿリンǰをして 

     行くこととしています。2か所のǳȉラーȈの内、植物の種類が多かった方のǳȉラー 

Ȉ内の植生の様子です。2年間で木本は、6種類、草本は 5種類が増加していること 

が分かります。 

 

                  ‘14年 9月 30日  ‘16年 9月 16日  ‘19年 

                      調査開始       追跡調査         

                    生えている量     生えている量 

 

木本  アǪȀモ         r         ＋       土砂流入 

                イǿヤǫエȇ        r                 により調査 

              イȌǷȇ                   r       中止 

                    イロȏǫエȇ                                  r 

              イワǬラミ                                    r 

              ウラǸロモミ       r                  ＋ 

                   ǪǪイǿヤメイǲȄ      ＋          1 

              ǳミȍǫエȇ                                  r 

              ǵルȊǷ                                      r 

              Ȅルウメモȉǭ      r                   r 

              ȋワȈǳ                                      r 

              マメǶǯラ                                    r 

              マユミ                                       ＋ 

              ミǺǭ          r          r 

              ミǺȊラ                  r 

 

                                           計７種              計１３種 

 

 

           草本  ǭǯムǰラ                  r 

               ǯワǬǿǽウ                                  r 

              ǳボǿンȅル                                 ＋ 

              ǿȋǮǭョウ       r                  ＋ 

              ȁȂミǶǵ                   r 

              ミǺ                      r                  ＋ 

              ミヤマǿȋǿȇ                r 

 

                                           計２種       計 ７種 

                                       19 



  ② 樹木の様子 

 

 

      樹木の種類                   樹種毎に最大の樹木の幹回り(ｃｍ)     成長率 

                     本数  `14年 9月 12日  `18年 9月 11日 

                           

 

           ȒǳǵンȒメǷャラ       4           30,0        土砂流入のため 

           ǪǪǫメȎǭ          1           14,5     調査不能 

           ǪǪモミǸ                      1           40,5 

           イǿヤǫエȇ                   6           54,0 

           ǪǪイǿヤメイǲȄ           13         105,5 

           ȄルアǸǵイ              1            8,0 

 ミǺȊラ                        5          189,5 

           アǪȀモ                       17           33,0 

           Ȅルウメモȉǭ                  2           17,0 

           ウラǸロモミ                    3          296,0 

           ǵワǰルミ                      5          190,0 

           ǵラǵȉウȀン                  2           41,0 

           アǵȎȏǫエȇ                  1           18,5 

           ブȊ                            1           51,5 

           ȊȄȄȐǭ                      3           46,0 

           ミヤマǬマǺミ                  3            9,5 

           不明                           3 

 

                  計１６種       計 71本 

 

 

 

 

        注  幹回りは地上 1,3mの位置で測定 

 

       ③ 地中の水分量 

 ‘17年度調査  

               調査       水分量(%) 

回数 

          最小  最大   平均 

土砂崩壊 

1,452m 付近に設置し

た鹿柵の中央部 

 

 

 3       38.8    40.5     39.5 
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     (3) 1,490m付近に設置した鹿柵内の環境について 

 

      ① 植生の様子 

 

     鹿柵内には 2か所にǳȉラーȈを設定し植生の様子を継続してモȋǿリンǰをしてい 

    くことにしています。 

     2 か所のǳȉラーȈの内、植物の種類が多かった方のǳȉラーȈ内の植生の様子です。 

        2年間で木本は、7種類、草本は 1種類ですが増殖していることが分かります。 

    

               ‘14年 9月 30日 ‘16年 9月 16日            増減評価 

                    調査開始      追跡調査           

 

                   生えている量    生えている量 

 

    木本  アǪȀモ          r                  1                  ＋ 

        イǿヤǫエȇ                r                  ＋                 ＋ 

        ウラǸロモミ                                   r                 新 

        ǪǪイヤメイǲȄ            r                  ＋                ＋ 

        ǫǸǫエȇ                  r                  r                 ± 

        ǯロǫンȐ                                     r                 新 

        ǵワǰルミ                                     r                 新 

        ǵワǷȐ                                       ＋                 新 

        ǷȊȎǭ                    r                          ▽ 

        Ȅルウメモȉǭ                                 r                 新 

        Ȅルマǵǭ                  r                                                    ▽ 

        ȈウǴǯȒメǷャラ                               ＋                 新 

        ȋワȈǳ                                       r                  新 

        ブȊ                        r                             ▽ 

        マメǶǯラ                                     r                 新 

        マユミ                                         r                 新 

        ミǺǭ                      ＋                 r                 ▽ 

        ǳミȍǫエȇ                   r                 新 

 

                                          計 8種      計 15種 

 

 

    草本  ミǺ            3,3                4                ＋ 

 

                                          計１種       計１種 
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② 樹木の様子 

             成長率の大きかったのは、ǵンǷョウȐラでした。平均成長率は、1,06でした。今 

後、標高や樹種の違いによる成長状況を観察していきたいと思います。 

 

      樹木の種類               樹種毎に最大の樹木の幹回り(ｃｍ)     成長率 

                      本数  `14年 9月 12日  `18年 9月 11日 

                          ( 

 

     ǪǪイǿヤメイǲȄ        2           24,5         27,0      1,10 

          ǫマȄǫ                          1           12,5                  12,2           - 

          ȒǳǵンȒメǷャラ              12           55,0                  56,0          1,02 

          アǪȀモ                          4           52,0                   55,0          1,06 

          ǵンǷョウȐラ                    1           10,5                   12,6          1,20 

          イǿヤǫエȇ                      3          153,0         154,5          1,01 

          ǵラǵȉウȀン                    3           45,5                   46,0          1,01 

          ǵワǰルミ                        2          252,0                 258,0          1,02 

          ウȄǮ                           4           10,0                   11,0          1,10 

          ȄǿウルǷ                        1           36,0                   28,0          - 

          ȀǱǫンȐ                        2          139,0                 140,0          1,01 

          ȎリウȄǮ                        1           12,5                  枯死 

 

                     計 12種      計 36本                                           平均成長率 

                                                 1,06 

 

       注  幹回りは地上 1,3mの位置で測定 

 

           ③ 地中の水分量 

 

 ‘17年調査 ‘18年調査      `19年度 

 調査    水分量(%) 

回数 

        最小 最大  平均 

調査  水分量(%)      水分量(%) 

回数 

 

1,490m 付近に設置し

た鹿柵の中央部 

 

 

 

3      33.7   39.6   35.8 

 

1       38,9          37.8 
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     ④ ǯモの生息状況 

   

 ‘18.9.13 曇り 調査者 5名 `19,9,14曇り  調査者 3名 

ǯモの種類 鹿柵内の数   鹿柵外の数 鹿柵内の数    鹿柵外の数 

ǿȊǰモ 16            21 10               51 

Ǫȋǰモ  2              4 

ǳモリǰモ 2  1 

Ȓメǰモ sp 1       8  3 

ǵラǰモ sp1 3  5                 3 

ǵラǰモ sp2  7 

ǷロǹǸǷョウǰモ 1  

 

 

⑤ 実生の生育状況調査 

☆ 鹿柵内(鹿柵入口付近)のǳȉラーȈ内における調査結果  

 特徴 ǳȉラーȈ内はȐライȁǴが優先。草本類の中には貴重種のȈȁȐȋンǸ 

ンが確認された。 

 

`19年 10月 7日調査 

確認木本 

    被度 95% 

成長量(cm) 

   

  

ǯロǫンȐ  90   

ǫǸǫエȇ    85   

ǵワǷȐ    60   

ミヤマǶǯラ    80   

アǵȎȏǫエȇ  50   

イǿヤǫエȇ    35   

ǪǪイǿヤメイǲȄ     35   

ȒǳǵンȒメǷャラ    50   

ミヤマイボǿ    80   

アǪȀモ    5ｃｍ以下   

ǵルȊǷ    5ｃｍ以下   

ǵワǰルミ    5ｃｍ以下   

ウラǸロモミ  5ｃｍ以下   

ǯマǷȇ      5ｃｍ以下   

 

          ☆鹿柵内全体の中でǹǺǿǱは 1 株を確認 
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 ☆鹿柵外のǳȉラーȈにおける調査結果 

 

    

                      `19年 10月 7日調査 

確認木本 

   被度 1% 

    成長量(cm)   

ǪǪイǿヤメイǲȄ  3cm以下   

ミヤマイボǿ   3cm以下   

Ȅルウメモȉǭ   3cm以下   

イワǬラミ   3cm以下   

ǫマȄǫ   3cm以下   

ǵワǰルミ   3cm以下   

ǵルȊǷ   3cm以下   

マユミ   3cm以下   

ǵワǷȐ   3cm以下   

イボǿȎǭ   3cm以下   

ȋǷǭウȄǮ   3cm以下   

ȀǱǫンȐ   3cm以下   

 

⑥   `18年の植物の復元状況               `19年の植物の復元状況 
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  (4) 1,550m地点に設置した鹿柵内の環境について  

 ① 植生の様子 

     鹿柵内には２か所にǳȉラーȈを設定し植生の様子を継続してモȋǿリンǰしていく 

ことにしています。2か所のǳȉラーȈの内、植物の種類が多かった方のǳȉラーȈ内の 

植生の様子です。2年間で、木本は 8種類、草本は 4種類増加していました。 

 

                ‘14年 9月 30日 ‘16年 9月 16日               増減評価 

                   調査開始        追跡調査          

 

                   生えている量    生えている量 

     木本 アǪȀモ                    ＋                            新 

        アǺǭȊǷ                                       r              新 

          イǿヤǫエȇ                                     r               新 

        ǪǪイǿヤメイǲȄ            r                 ＋              ＋ 

        ǯマǷȇ                      r              新 

        ǷȊȎǭ                      r                  r              ± 

        ȈウǴǯȒメǷャラ                               r              新 

        ȋǷǭウȄǮ                                     r              新 

        ミǺǭ                                          ＋                            新 

        ミヤマイボǿ                   r              新 

                                            計２種      計 10種 

 

        イワǻンȈウǽウ        ＋                 r              ▽ 

     草本 ǭǯムǰラ                    r                  r              ± 

        ǯワǬǿǽウ                                     r              新 

        ǵワǮǯ                      r                  r              ± 

        ǹǲ sp                       ＋                       ▽ 

                Ȁイǳンǽウ                                    ＋              新 

        ǿȄȎȒǲ                   2,2                5              ＋ 

        ǿȋǮǭョウ                  ＋                       ▽ 

        ȄルǷㇿǫȍǽウ                ＋              新 

        ȈȁȐȋンǸン        ＋         r              ▽ 

        ホǬエリǬヤ                                     r              新 

        マǰǷǰǵ sp                                    r              新 

                ミǺ                         2,2                ＋               ▽ 

        ミヤマǬンǯȓǽウ      ＋                       ▽ 

        ミヤマヤブǿȐǳ                  r              新 

        モミǸǬǵ                                      ＋              新 

        ヤマȈウȐȊ           ＋                ＋               ± 

 

                     計 10種      計１４種 
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 ② 鹿柵内の樹木の様子 

      最も成長率が大きかったのは、ǪǪȐǭȏȀでした。平均成長率は、1,03でした。標 

高や樹種の違いによる成長率を観察していくこととしています。 

 

      樹木の種類                  樹種毎に最大の樹木の幹回り(ｃｍ)     成長率 

                     本数  `14年 9月 12日    `18年 9月 11日 

                           

 

     イǿヤǫエȇ                      4         134,0            138,8         1,04 

     ǪǪイǿヤメイǲȄ        13        127,0             132,0              1,04 

          アǵȎȏǫエȇ                    1          36,0       36,4               1,01 

          ǫǸǫエȇ                        1          69,5              70,3               1,01 

          ミǺȊラ                          2        126,5             131,0               1,04 

          アǺǭȊǷ                        1          40,0              40,5               1,01 

          ǫマȄǫ                          1          14,0              14,3               1,01 

          ȊȄȄȐǭ                        9          80,5              81,5               1,01 

          ミǺǭ                            2         154,0            156,0               1,01 

          ȒǳǵンȒメǷャラ                1          25,0              25,4               1,02 

          ǵワǰルミ                        3          86,0              90,0               1,05 

          ȊȊǫマȉ                        2          68,0      測定漏れ 

          アǪȀモ                          1          11,5               枯死 

          ヤマȏンȎǭ                      2         119,5      119,0                 - 

          ǪǪȐǭȏȀ                      1          80,0              85,5                1,07 

 

 

          ȎリウȄǮ                        1          13,4               枯死 

          ミヤマǬマǺミ                    1          12,5        枯死 

                                             平均成長率 

                 計 17種        計４６本                         1,03 

 

           注  幹回りは地上 1,3mの位置で測定 

 

       ③ 地中の水分量について 

 

  ‘17年調査 ‘18年調査     `19年調査 

 調査回数    水分量(%) 

 

        最小  最大  平均 

 

1,550m付近に設置し

た鹿柵の中央部 

 

 

3         30.8   33.4   31.9 

 

37,7         32.9 
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    ④ ǯモの生息状況 

   

 ‘18.9.13 曇り 調査者 5名 `19,9,14 曇り 調査者 3名 

ǯモの種類 鹿柵内の数   鹿柵外の数 鹿柵内の数    鹿柵外の数 

ǿȊǰモ 4            16 19                24 

Ǫȋǰモ 14             1  

ȄリǬȍȒメǰモ               1 

Ȓメǰモ sp         2                 1 

ǵラǰモ sp 3            14  9                 1 

 

   ⑤ 実生の生育状況調査 

  

☆ 鹿柵内(鹿柵中央)のǳȉラーȈにおける調査結果  

特徴 鹿柵内全面に竜のひげが繁殖。 

                         `19年 10月 7日調査  

確認木本 

  被度 100% 

 成長量(cm) 

    

   

ȋǷǭウȄǮ     40    

イǿヤǫエȇ     10    

ミヤマイボǿ     10    

ǪǪイǿヤメイǲȄ     10    

ミǺǭ     10    

 

      ☆ǹǺǿǱは確認されず。 

 

  ☆鹿柵外のǳȉラーȈにおける調査結果 

  

                        `19年 10月 7日調査 

確認木本 

   被度  10% 

 成長量(cm) 

    

  

ǵワǰルミ   5ｃｍ以下   

Ȅルマǵǭ   5ｃｍ以下   

ミǺȊラ     5ｃｍ以下   
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⑥   `18年の植物の復元状況                     `19年の植物の復元状況 
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3 水が塚駐車場のȈレȃǭンǰǳーǹ内の窪地の植生について(標高 1,400m) 

  裾野市と連携し調査を実施． 

`19年 6月 26日   

在 来 植 物   

1   ǹǮȊ            27  イǿȉリ   

 2   ミヤマワラȓ         28  ǿȋǽȐ   

 3   ヘȓȎȍǳǶ         29  アǭȎウȊǮȄǫミ   

 4   ヤマǹǺメȎエ       30  ミミȊǰǵ   

 5   ȌǫボǷǽウ         31  ǳȊǹȓ   

 6   carex sp         32   ȏȊイȐȊ   

 7   Ȍǫボ          33  イȌȈウȐȊ   

 8   ウǷȎǱǰǵ  sp     34  ムラǵǭǵǮǴǱ   

 9   ǫリヤǹモȉǭ        35  イǺǳǴメǰǵ   

10   ǹǹǭ               36  ヨモǮ   

11   ǷȐ                 37  ȎǳンǮǯ   

12   ǿǱȋǰǵ           38  フǸアǶミ   

13   ヤマǪȀマǭ        39  ǽエ orǿイアǶミ？   

14   ǭȄȍȎボǿン       40  ヨȄȐȒヨȉリ   

15   ヤブマメ             41  フǭ   

16   マメǶǯラ           42  ǳウǾリȊ   

17   Ȁイǳンǽウ         43  アǭȎǭリンǽウ   

18   ǷロȐȊȎへȓイȁǴ  44  ǷǷウȉ   

19   ミȄȐȄȁǰリ   45   ȋǷǭウȄǮ   

20   フǸイȐラ   

21   ǵンǷョウȐラ           以上 45種   

22   ȐライȁǴ   

23   ǷモȄǱ   

24   ǿȁȄボǹミレ   

25   ǲンȎǷョウǳ   

26   イワアǫȐȊ   

   

外 来 植 物   

1  ȋワǼǭǷョウ   

2    ǷロȄメǯǵ   

3    アレȁマヨイǰǵ   

4    ǳȆンǰǯワǬǿ   

5    アメリǫǻンȀンǰǵ   

6    ȒメǸョǪン   

7    ヘラȐȒメǸョǪン   

8    ǻイヨウǿンポポ            以上 8種   

                     29 



4 水が塚エリアの環境について 

      1,425m付近の草原の二か所に大小の鹿柵を設置しています。小さな鹿柵は、貴重なイワ 

ǷモȄǱを保護することに重点を置いたものです。 

   大きい方の鹿柵の中には 3か所にǳȉラーȈを設定し植生を継続してモȋǿリンǰをして 

いくこととしています。 

 ① 植生の様子 

   1 ) NO1のǳȉラーȈ内 

              ‘16年 8月 8日  ‘19年                 増減評価 

              調査開始       追跡調査予定 

                     

              生えている量      生えている量 

 

    ǯǵイ         2 

 木本  フǸイȐラ        2 

        ȋǷǭウȄǮ      ＋ 

                               計３種 

 

    ミロボロǹǲ      1 

 草本  ヤマǫモǸǰǵ     ＋ 

        ǷロȐȊȎへȓイȁǴ        2 

        ǿイアǶミ       ＋ 

        ヘȓȎȍǳǶ          ＋ 

    ǭンレイǫ       ＋ 

    ǿȁȍǺミǬヤ     ＋ 

    Ȁイǳンǽウ      ＋ 

    ムラǵǭǵǮǴǱ    ＋ 

    ȐライȁǴ       ＋  

    ǲンȎǷョウǳ     ＋ 

    ǳǪȋユリ       ＋ 

    ȌǫボǷǽウ      ＋ 

    ǭȄȍȎボǿン     r 

        イǱマ         r 

        アǷボǽ        ＋ 

        ǭǯムǰラ       ＋ 

        ミヤマイボǿ        ＋ 

    ǫǿȐミ        ＋ 

    ヤマǹǺメȎȒメ    r 

    ȊǬエǳȊǹȓ     r 

    ȋǪイǹミレ      r 

        ǭǯムǰラ       r 

                                   計 23種 

                                          30 



   2 ) NO2のǳȉラーȈ内 

              ‘16年 8月 8日  ‘19年                 増減評価 

              調査開始       追跡調査予定 

                     

              生えている量      生えている量 

 

    ǯǵイ         2 

 木本  フǸイȐラ       r   

                               計 2種 

 

    ミロボロǹǲ      2 

 草本  ヤマアワ        1 

        ǿイアǶミ              ＋ 

    ǳȌǫǰǵ       ＋ 

    アǷボǽ        1 

    ǷロȐȊȎへȓイȁǴ     ＋ 

      ȋǪイǹミレ      ＋ 

    ムラǵǭǵǮǴǱ    r 

    ǳブȊǰǵ       r 

        ǳȐǮボウǷ      r 

 

                   計 10種 
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3) NO3ǳȉラーȈ内 

 

                  ‘16年 8月 8日  ‘19年                 増減評価 

                  調査開始       追跡調査予定 

                     

                  生えている量      生えている量 

 

        ȋǷǭウȄǮ        r 

     木本  ȐライȁǴ            r 

                フǸイȐラ         r 

 

                                計３種 

 

        ǳȌǫǰǵ sp       4 

     草本  ǭǪン           2 

                ǿイアǶミ                  2 

                ǯǵイ           1 

                ǿȋǽȐ                  ＋ 

        ムラǵǭǵǮǴǱ      ＋ 

        ǭȄȍȎボǿン       ＋ 

        ǳǱǪȈǮリ        ＋ 

        ǳブȊǰǵ         ＋ 

        ǳȐǮボウǷ        r 

        アǷボǽ          ＋ 

        ミヤマǿȋǿȇ       r 

        ヘȓȎȍǳǶ        r 

        ヤマǪȀマǭ        r 

                ミヤマイボǿ        r 

                ȋǪイǹミレ        r 

                イȍ科 sp 

                ǷロȐȊȎへȓイȁǴ        r 

 

                                         計１９種 
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  ② 地中の水分量について 

 

 ‘17年度調査 ‘18年度調査     `19年度 

 調査    水分量(%) 

回数     

          最小  最大 平均 

                      

調査    水分量(%) 

回数  

    最小  最大  平均 

           

1425m鹿柵内中央 

 

  

 5  44.9  54.9  49.2 

     

4  43  52    49,5 

 

 

      ③ 野鳥の様子 

 

 ‘19年 5月 16日        継続調査予定 

種       類 数  

ヤマǬラ 21  

ウǰイǹ 22  

ウǽ 23  

ȒǬラ 48  

ǳǬラ 66  

ǳǲラ 9  

ミǽǵǶイ 15  

ǪǪルリ 16  

ǳǸュウǫラ 7  

エȊǬ 6  

ȏǷブȈǬラǹ       6  

ǭȓǿǭ       7  

アǪȐȈ       7  

ǫǱǹ 17  

ȏǷボǽǬラǹ 19  

ホǪǸロ 13  

Ƿュウイȁ 17  

合計 17種   
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5   二Ȅ塚下部エリア(森林限界付近)の環境について 

         森林限界直上の草原の二か所にǳȉラーȈを設置して植生の様子を調べています。 

    ① 植生の様子 

           1)  1,682m付近に設置したǳȉラーȈ内の様子 

 

 ‘17年 8月 2日 

調査開始 

生えている量 

‘20年調査予定 増減評価 

   ǫラマȄ 

木本  Ȅルウメモȉǭ 

      フǸイȐラ 

   1 

   r 

   1 

 

          3種 

  

    アǭȎǭリンǽウ 

       イǿȉリ 

      イワǪǪǮ 

      ǭǪン 

   ǳウǾリȊ 

      ǷロȐȊȎへȓイȁǴ 

草本  ǿǫȍȎǬリヤǹ 

        フǸアǶミ 

      フǸȏǿǶǪ 

      ミミȊǰǵ 

      ヤマȈウȐȊ 

   ヤマホǿルブǯロ 

       ヨモǮ 

   r 

   3 

   r 

   r  

      r  

   ＋ 

   3 

      r 

   r 

   1 

   ＋ 

   2 

   ＋ 

 

     13種 

  

 

     植生の様子                                   ☆  標高の高いところであるためか 

                           侵入植物は、確認されていない。 
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  2)   1,674m付近に設置したǳȉラーȈ内の様子 

 

 ‘17年 8月 2日 

調査開始 

生えている量 

‘20年調査予定 増減評価 

   ǫラマȄ 

      Ȅルウメモȉǭ     

木本 フǸイȐラ 

      マメǰミ 

             

 

   3 

   r 

      1 

    ＋ 

 

           4種 

  

   イǿȉリ  

   イワǪǪǮ 

      ǭǪン 

      ǱȊǷヨȄȐムǰラ 

      ǳウǾリȊ 

   ǿǫȍȎǬリヤǹ 

      ǿȁȄボǹミレ 

草本  ȏȊイǫリ 

   ȐライȁǴ 

      フǸアǶミ 

   ミミȊǰǵ 

      ヤマǹǺメȎȒエ 

    ヤマホǿルブǯロ 

    ヨモǮ 

   2 

   r 

      r 

   r 

   ＋ 

   3 

   ＋ 

   r 

   ＋ 

   r 

      r 

   ＋ 

      ＋ 

   ＋ 

 

     14種 

  

  植生の様子 

                        ☆標高の高いところであるためか侵入植物 

は、確認されていない。 
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   ② 地中の水分量について 

 

 ‘17年度調査 ‘１９年度調査 

 調査      水分量(%) 

回数 

          最小   最大   平均 

 

1,682m付近の草原 3         9.9      16.4     12.9  

1,674m付近の草原 1                            13.8  

1,660m付近の森林内 3        15.9     18.3     17.0  

   

    ☆標高が高く、他の地点で一番水分量が少ない環境であることが分かります。 

 

 

6 南山林道エリアの環境について 

    1,450m付近に設置した鹿柵内にǳȉラーȈを 2か所鹿柵の外側(道路側)に 1か所を設 

置し、植生を調査しています。 

     ① 鹿柵内の植生の様子 

      1) 北側                                           被度 3% 

 ‘17年 10月 27日調査開始 

 

   種類      生えている量 

`20年調査予定  増減評価 

 

 

 

 

木本 

ȋǷǭウȄǮ       ＋ 

ǵンǷョウ        r 

アǪȀモ         ＋ 

ǪǪイǿヤメイǲȄ    ＋ 

ǵルȊǷ         r 

ǵワǰルミ        ＋ 

ǳミȍǫエȇ       r 

 

              7種 

   

草本 

 

                            

ǿȋǮǭョウ   

 

              1種 

   

  

 

        ☆侵入植物は、確認されませんでした。今後、変遷を監視していきます。 
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     2) 南側                                            被度 5% 

 ‘17年 10月 27日調査開始 

 

   種類      生えている量 

`20年調査予定  増減評価 

 

 

 

 

木本 

ǵワǰルミ      ＋ 

アǪȀモ       ＋ 

アǵȎȏǫエȇ     r 

イǿヤǫエȇ       r 

ǪǪイヤメイǲȄ   ＋          

ȋǷǭウȄǮ     ＋ 

ウリȏȀǫエȇ     r 

イワǬラミ       r 

              8種 

   

草本 

 

                            

ǿȋǮǭョウ         ＋ 

ȍǳȎメǽウ sp        ＋ 

              2種 

   

  

      3)鹿柵の外側(道路側) 

                                     被度 10% 

 ‘17年 10月 27日調査開始 

 

種類      生えている量 

   

 

 

 

 

木本 

アǪȀモ       ＋ 

ǵワǰルミ      ＋ 

ミǺȊラ       r 

マユミ        r 

ȋǷǭウȄǮ     r 

ǪǪイǿヤメイǲȄ  r 

ǫǸǫエȇ      r 

ミツ゚ȇǫエȇ     r 

イワǬラミ      ＋ 

             9種 

   

 

 

草本 

ミǺ         1 

ȍǳȎメǽウ     ＋ 

ǷロȐȊǯワǬǿǽウ r 

ǭǯムǰラ      ＋ 

             4種 
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   ② 鹿柵内の樹木の様子 

 

      樹木の種類         ‘17年 10月 27日調査開始   ‘20年調査予定  成長率 

                      本数  幹回り(ｃｍ) 

                          (最大の樹木を表示) 

    アǵȎȏǫエȇ          10            53 

         ǫǸǫエȇ              1          103 

         ミǺǭ               2          179 

         ǪǪイǿヤメイǲȄ        17            70 

         イǿヤǫエȇ            7          130 

         イȌǷȇ               2           95 

         ǵワǰルミ              4           28 

         アǪȀモ              1           9.2 

         Ǵマǭ               1          18.5  

                 不明 2 

                 枯死 1 

                               12種   45本 

 

 

 

 

                             

 

                                            

 

     ③ 地中の水分量について 

       鹿柵内の 2か所のǳȉラーȈの直近において調査をしています。 

 

 ‘17年調査 ‘18年調査       `19年度 

 調査   水分量(%) 

回数 

    最小 最大 平均 

調査  水分量(%) 

回数 

南山林道(下部)鹿柵内 

 

 

 

5      27.8  38.7  32.9 

 

1      39,4            42.9 
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  2) 南山林道 1,500m付近に設置した鹿柵内の環境 

      鹿柵は、̀18年 10月 26日に設置しました。鹿柵内には中心部(No1)、北側部(No2)、 

鹿柵の外側(No3)にǳȉラーȈを設置し植生の様子を調査していまする 

    

   ① 植生の様子 

     (1)No1 

                                                             被度 50% 

 `19年 9月 2日調査開始 

 

種類          生えている量 

  

 

 

 

 

木本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草本 

ǵワǰルミ          ＋ 

ǯマǷȇ           ＋ 

ȋǷǭウȄǮ         ＋ 

ȀǱǫンȐ          r 

ヤマȏンȎǭ         r 

ミヤマイボǿ         ＋ 

アǪȀモ           ＋ 

ǪǪイǿヤメイǲȄ      ＋ 

ǵルȊǷ           ＋ 

Ȅルウメモȉǭ        ＋ 

イワǬラミ          ＋ 

ȒǳǵンȒメǷャラ      r 

       12種 

ミǺ             2 

ǿȋǮǭョウ         ＋ 

ヘȓȎȍǳǶ         ＋ 

ȊǬエǳȊǹȓ        ＋ 

        4種 
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   (2)No2                                            被度 50% 

 `19年 9月 2日調査開始 

 

種類          生えている量 

   

 

 

 

 

 

木本 

 

 

 

 

 

 

 

 

草本 

ȋワȈǳ             ＋ 

ミǺȊラ             ＋ 

ǵワǰルミ            ＋ 

ミヤマイボǿ           ＋ 

ǹǺǿǱ              r 

ǪǪイǿヤメイǲȄ        ＋ 

ǯマǷȇ              r 

マユミ              ＋ 

ȀǱǫンȐ             r 

アǪȀモ             ＋ 

ȋǷǭウȄǮ           ＋ 

木本 sp対生 

        12種 

ǳǬȍȍǳȎメǽウ        ＋ 

ミǺ               1 

ヤマȈウȐȊ           ＋ 

         3種 

   

 

  (3)No3                                             被度 20% 

 `19年 9月 2日調査開始 

 

種類          生えている量 

   

 

 

 

 

木本 

 

 

 

 

 

 

 

草本 

ǵワǰルミ         ＋ 

ǪǪイǿヤメイǲȄ     ＋ 

ウラǸロモミ        r 

イワǬラミ         r 

ǯマǷȇ          ＋ 

アǪȀモ          ＋ 

ǵルȊǷ          r 

ȋǷǭウȄǮ        ＋ 

ウȄǮ 

        9種 

ǳǬȍȍǳȎメǽウ      1 

ミǺ             1 

ǿȋǮǭョウ         ＋ 

ǿȋǿȇ           r 

        4種 
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 ② 鹿柵内の樹木の様子 

 

 `19年 9月 2日調査開始 

 

本数    幹回り(cm 

      (最大の樹木を表示) 

  

ǪǪイǿヤメイǲȄ 

ǴマǮ 

ミヤマイボǿ 

ǳメǶǯラ 

ȒǳǵンȒメǷャラ 

イǿヤǫエȇ 

ǫǸǫエȇ 

ヤマȏンȎǭ 

ミヤマǬマǺミ 

ȊȄȄȐǭ 

ǯマǷȇ 

アǪȀモ 

アǵȎȏǫエȇ 

ǵワǰルミ 

ȀǱǫンȐ 

ȄȎȏǷȐミ 

 

             16種 

11        101,9        No939 

1          23,5        No902 

19         47,6        No913 

 1          42,7        No904 

12         78,7        No910 

5          58,5        No940 

5         106,0       No966 

1         182,8       No922 

1          12,0        No924 

1          65,0        No926 

6          75,5        No931 

3          74,5        No969 

3          42,9        No945 

2          85,7        No948 

1         216,6       No968 

1          11,9        No970 

  

73本 

  

 

 

③ 地中の水分量について 

 

 `19年調査結果 

 

調査 最小   最大   平均 

回数 

  

鹿柵内中心部(No1) 

鹿柵内北側(No2) 

鹿柵の外側(No3) 

 

2     45,1     56,1 

1     52,8 

1     57,1 
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 7 須走口エリアの環境について 

 

     1) 1,386m付近に設置した鹿柵内の植生や樹木の様子 

 

     ① 植生の様子 

      鹿柵内の東と西にǳȉラーȈヲ設定し、植生を調査しています。 

      (1) 東側の植生(NO1) 

     

 

           ‘17年 9月 11日調査開始    ‘19年調査予定         増減評価 

              種類       生えている量 生えている量 

 

       木本  イȌǷȇ         ＋ 

           ǯマǷȇ         ＋ 

           ヤマȏンȎǭ       ＋ 

           ウリȏȀǫエȇ      ＋ 

           アǪȀモ         ＋ 

           ミヤマǶǯラ       ＋ 

           ǪǪイǿヤメイǲȄ    ＋ 

           ȊȊǫマȉ         r  

           マユミ           r 

                      ǵルȊǷ          r 

           アǺǭȊǷ         r 

 

                計 11種 

        

 

       草本  ǹǲ sp          4 

            Ȇンȋンǽウ        2 

                      ǿȁȍǺミǬヤ       1 

           ヤマǫモǸǰǵ       ＋ 

           ヤマȈウȐȊ      

           ミヤマヤブǿȐǳ        ＋ 

           ǭǯムǰラ         ＋ 

           ǷㇿȐȊȎへȓイȁǴ       ＋ 

           ǿȁȄボǹミレ        r 

                ミヤマイボǿ        ＋ 

                      ȒメȎǬリヤǹ       ＋ 

                計 11 種 
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          (2)西側の植生(NO2) 

 

 

              ‘17年 9月 11日調査開始  ‘19年調査予定         増減評価 

               種類       生えている量   生えている量 

                 

           ウリȏȀǫエȇ       ＋ 

       木本  マユミ           ＋ 

           アǪȀモ 

           ミヤマǶǯラ        ＋ 

           ミヤマイボǿ        ＋ 

           イǿヤǫエȇ        ＋ 

           ǫマȄǫ          ＋ 

           ǯマǷȇ          r 

           ミǺǭ            r 

                      ǪǪイǿヤメイǲȄ      r 

           ȋǷǭウȄǮ         r 

           ǯマǷȇ           ＋ 

           ȏンǷョウȅル           r 

                      ミȄȐアǱȓ         ＋ 

                 計 14種 

 

 

       草本  Ȇンȋンǽウ         5 

                      ヤマǫモǸǰǵ       1 

             ǹǲ sp                    4 

                ȒメȎǬリヤǹ         ＋ 

                      ヤマȈウȐȊ           ＋ 

           ȋȃǳウǷȀ          

            ǭǯムǰラ            r 

                      ミヤマヤブǿȐǳ          r 

                      マイȅルǽウ           ＋ 

           ワȁǬイǽウ          r 

 

                                  計 10種 

 

 

   ☆侵入植物は現時点では確認されていませんが、今後監視を継続していくこととしています。 

 

 

 

                                                    43 



       (3)  鹿柵内に生えている樹木の種類と大きさ 

 

 

      樹木の種類          ‘17年 9月 11日調査開始 ‘22年調査予定    成長率 

                     本数    幹回り (cm)    幹回り 

                                                     (最大の樹木を表示) 

 

     ǪǪイǿヤメイǲȄ        11            70.0                                        

          ǷȊȎǭ             1           4.5 

     アǪȀモ             5                 72.5 

          ȈウǴǯミȄȐȄȄǸ       6                 10.0 

          ǯマǷȇ             3                132.0 

          ȒǳǵンȒメǷャラ        13                 21.5 

          イǿヤǫエȇ            2                280.0 

          ǯロウメモȉǭ           1                  31.0 

アǺǭȊǷ             1                  86.5 

ウラǸロモミ            3                 125.0 

ミヤマǶǯラ            3                128.5 

アǵȎȏǫエȇ           1                  19.5 

ミǺǭ               2                  80.0 

ǫマȄǫ              8                  14.4 

ȊȊǫマȉ             3                  61.0 

Ȅルウメモȉǭ           2                  14.0 

マユミ               2                  50.5 

 

                           計 17種   計 67本 

 

 

 注  幹回りは地上 1,3mの位置で測定 

 

    ② 地中の水分量について 

      

 ‘17年度調査 ‘18年度調査         `19年度 

 調査   水分量(%) 

回数 

    最小  最大 平均 

調査    水分量(%) 

回数 

1,386m 付近に設置し

鹿柵の中央部 

 

 

3      18.8   22.1  20.7 

 

1      24,5 
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 ③ 野鳥の様子 

・ 1,386m付近 

 

`19年 5月 7日         継続調査予定 

種       類       

ȒǬラ   

アǫǲラ   

ǳǬラ   

ǳǲラ   

ȏǷボǽǬラǹ   

ミǽǵǶイ   

ǭǸȐȈ   

ǳǸュがラ   

合計 8種   

 

 

・ 1,500m付近 

 

`19年 5月 7日         継続調査予定 

種       類   

ȒǬラ   

ウǽ   

ǳǬラ   

ǳǲラ   

ȏǷボǽǬラǹ   

ミǽǵǶイ   

ルリȓǿǭ   

ǳǸュがラ   

合計 8種   
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2) 1,200m付近の小山町借用地の環境 

  

     ① 植生の様子・・`17 年の台風により大量の土砂が流入したため、中止しています。 

 

     ② 地中の水分量について 

 

 

                 ‘17年度調査 ‘18年度調査 

                  調査回数    水分量(%) 

 

 平均 

  調査せず 

1,200m 付近の借 1 

用地中央部 

    20.4  

 

          ③ 野鳥の様子 

 

 ‘18年 5月２１日        継続調査予定 

種       類 数  

ȒǬラ 11  

メǸロ 2  

ǫȃǳウ 1  

ǭǸȐȈ 1  

ǭȓǿǭ 5  

ȏǷボǽǬラǹ 2  

ミǽǵǶイ 2  

ホȈȈǮǹ 1  

ウǰイǹ 1  

ǳǬラ 8  

ȏǷブȈǬラǹ 2  

イǫル 2  

ǷǸュウǫラ 4  

ǳǲラ 2  

ǻǰロǻǭレイ 1  

ヤマǬラ          2  

ǳǸュǫラ   

エǾムǷǯイ   

エȊǬ   

アǫǲラ   

アǪǲラ   

アǫȏラ   

    22種類   
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第 4章    樹木の水分量 

  旧須山口の 1,490m付近に設置した鹿柵の周囲において、5種類の樹木の枝を採取して含ん

でいる水分量を調査しました。樹木の種類によって吸収している水分量に違いがあることが分か

りました。今後、季節ごとに標高や調査地点も変えて調べることにしています。 

  この調査は、採取した木の枝を 2ǻンȁ程度に裁断し真空容器に収納し、乾燥機で水分を蒸 

散させた後の重量差を求めたものです。 

 

 

`19年 10月 7日調査 

水分量  (%) 

 

ȒȎǭ    52,7  

ミǺȊラ    47,1  

ȊȊǫマȉ    48,6  

イǿヤǫエȇ    40,2  

ǵワǰルミ       47,7  

 

第 5章    富士山にかかる雲の様子 

  富士山の天候は目まぐるしく変化を致します。麓から観察しているとほとんどの日が富士山の 

どこかに霧や雲がかかっている様子が見て取れます。 

 毎日、朝 7時の時点で観察した雲の様子は以下の通りです。 

 ① 富士山の見え方 

 2017年 4月 1日から 2020年 3月 31日までの 3年間の観察結果です。 

 富士山にかかる雲や霧は、複雑の様ですが、月ごとに見ると前年と比較してほとんど同じȑ 

ǿーンとなっているように見受けられます。 

下表は、3年間の月別ごとに雲や霧の出現状況をまとめたものです。 

 全体に雲が

無かった日 

全体が雲で覆わ

れた日 

             

一部に雲がかかった日          全体に霞  全体に霧 

 

2000m以上  2000mより下 

4月 `17年 

      `18年 

   `19年   

    4 

    5 

       11         

       12 

       11 

        8       

        2               1             8            3 

        2               1             9            2 

        1               2             5            3 

5月 `17年 

      `18年 

   `19年 

    7 

        6 

        7      

       12  

        8 

       10           

        1               5             5            1 

        2               7             5            3 

        0               7             6            1 

6月 `17年 

      `18年 

      `19年 

    4  

        4 

    2           

       15 

       18 

       12      

        0               9             2            0 

        1               4             2            0 

        0               7             5            4 

7月  `17年 

      `18年 

      19年 

         

    6      

    0 

    1        

       12 

       22 

       19 

0               8             3            2 

        1               7             1            0 

        1               3             0            7 
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 全体に雲が

無かった日 

全体が雲に覆わ

れた日 

        

一部に雲がかかった日         全体に霞   全体に霧 

 

2000m以上  2000mより下 

8月 `17年 

      `18年 

      `19年 

    2 

       2 

    2 

      19   

      19 

      20 

      1                7               1            1  

      3                4               3            0 

      0                3               5            3 

9月  `17年 

      `18年 

      `19年 

    2 

       1 

    5 

       8 

      18 

      11          

      1               17               2           0 

      1                7               1            2 

      1                8               0            5 

10月 `17年 

      ` `18年 

      ` 19年 

    5 

       7 

    7 

      19 

      10  

      18 

      1                5               0            1 

      3               11               0            0 

      1                5               0            0 

11月  `17年 

       `18年 

       ``19年 

 

12月 `17年 

       `18年 

   ` `19年 

 

 1月  `17年 

       `18年 

       `19年 

 2月  `17年 

       `18年 

       

       `19年    

   11 

   11 

   13 

    

      18 

   13 

      12 

    

      18 

   16 

   11 

      14 

      10 

 

   16 

       5 

      10 

      13 

        

       1 

       8 

      10 

        

       6   

       5 

      11 

       7 

       9 

 

       6 

      2               12               0            0 

      1                7               0            0 

      0                4               0            0 

                                              

      3                6               2            1 

      3                7               0            0 

      2                6               0           1                                         

                                                                            

      2                5                0           0 

      2                8                0           0 

      0                9                0           0 

      3                2                1           1 

      4                5                0           0 

 

1                6                0           0 

 3月 `17年 

      `18年 

      `19年

` 

   13 

     11 

   11 

     13 

     10 

     15 

      0              4              0          1 

      4              4              1          1 

      3              1              1          0 

 

 

② 森林地帯に雲・霧が覆った日数 

 上記の表を見ると、富士山の森林地帯(2,000m以下)に雲や霧がかかっていたのは、2017年 

が 221日(61％)、2018年が 228日(62%)、2019年が 238日(65%)ありました。これ 

は、3日に 2日は森林地帯に雲や霧がかかっていることになり、地表や地中の温度、地中の水 

分量に影響を与え、森林の形成や動植物の生態系に大きく関わっているように思えます。 

 今後とも、継続してモȋǿリンǰをしてまいります。 
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第 6章  富士山に降る雨の成分について 

 

  平成 30年 6月 6日調査を行いました。調査地点は、御殿場口砂礫地の標高 1,400mと須 

山口登山道入り口付近の標高 1,450mです。 

  御殿場口砂礫地は、雨水が植物に触れることなく降り注ぐ場所です。須山口登山道の入り口 

は、イǿヤǫエȇ、ǪǪイヤメイǲȄ、イロȏモミǸの林の中で葉や枝に降り注いだ雨滴を採 

取したものです。林内は、下記の龍谷大学の結果と同様となっていますが、砂礫地の結果は今 

後追跡調査の必要性を感じます。 

 

                     調査結果 

   項  目    砂 礫 地    林  内    単  位 

Ph        6.8       6.3  

電気伝導度     0.42       0.99 mS/m 

塩化物イǪン        2.3       6.3 mg/L 

硫酸イǪン     0.2       1.1 同上 

ȊȈリウムイǪン        0.28       0.32 同上 

マǰȍǷウムイǪン        0.035       0.10 同上 

ǫリウムイǪン       1.7       7.9 同上 

ǫルǷウムイǪン        0.13       0.43 同上 

硝酸態窒素        0.03      0.02  ≧ 同上 

アンモȋア態窒素     0.08       0.03 同上 

                                               

 

参考 

 

 1 日本の降水の平均的な濃度例(市街地)・・ȇーǿ(環境省) 

 

    項    目    東京江東区   三陸町綾里 

Ph     4.9       4.6 

塩化物イǪン        2.06       4.07 

硫酸イǪン        2.70       2.34 

ȊȈリウムイǪン        0.69       1.74 

マǰȍǷウムイǪン        0.18       0.28 

ǫリウムイǪン        0.07       0.19 

ǫルǷウムイǪン        1.18       0.75 

硝酸態窒素        2.14       1.18 

アンモȋア態窒素        0.75       0.13 
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   2  林内のǫリウム濃度・・・・・ȇーǿ(龍谷大学 2014年次報告) 

    (龍谷大学の演習林における雨の成分調査結果。) 

 

 

 項  目              林          内          林   外 

          

               ǳȊラ生木林       ǳȊラ枯木林 

Ph   6.00    5.68    5.56 

電気伝導度  3.16    7.84    1.86 

塩化物イǪン   1.13    1.62    1.09 

硫酸イǪン   0.37    0.35    0.34 

ȊȈリウムイǪン    

マǰȍǷウムイǪン   0.02    0.09     0.01 

ǫリウムイǪン   7.59   20.90     0.99 

ǫルǷウムイǪン   0.68    1.75     0.25 

硝酸態窒素   0.23    0.29     0.45 

アンモȋア態窒素   0.95   1.35     0.14 

 

  ☆龍谷大学の報告では、「ǫリウムは樹木がȇンプンや糖分を生成するための触媒的な役割を 

   果たしているが、このǫリウムが樹木外に流出してくる量を知ることで樹木の健康状態が分 

かる」として、継続的に研究をしています。 

 

 

     

                                                 

  参考 

 

 1 会の活動目的 

    定款抜粋 第３条 

 

     この法人は、荒廃した富士山の人工林を落葉広葉樹が主体の混交林に復元し、富士山本 

来の生物多様性と水源涵養力を取り戻すことを目指す。また、地域の民間団体や行政機関 

と連携しながら、富士山の自然環境を生かした環境教育の普及に取り組み、将来世代にわ 

たって全ての人が、富士山の豊かな自然に秩序を保ちながら親しむことが出来る地域づく 

りに寄与することを目的とする。 

 

 2 会の名称 

    ホǷǬラǹは、秋になると森のあちらこちらに木の実を隠して貯めておく習性を持ってい 

ます。ホǷǬラǹに埋められたまま残った種がやがて芽を出し木となって森が作られます。 

ホǷǬラǹが森づくりに貢献していることから会の名前としたものです。 
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 3 会の構成 

    理事長  横山 澄夫 

    副理事長 根上  博 

    副理事長 志賀 亞之  各事務に関するȁェȃǯ業務 

     理事  勝又 幸宣  事務局長 

     理事  渡辺  速  地元関連団体との調整業務 

     理事  堀口 幸男  環境教育関連業務 

     理事  菅  常雄  環境教育関連業務 

     理事  山本 章子  環境教育関連業務 

     理事  勝間田悦嗣  会計処理業務 

     理事  井上 輝夫  環境教育関連業務 

  

4 会員の様子   

   正会員          29  人 

 

   一般会員        35 人 

 

   法人会員 

        富士急株式会社(代表取締役社長 堀内光一郎) 

        いであ株式会社環境創造研究所(特任理事 苣木 洋一) 

        菱友冷熱株式会社(代表取締役 勝亦 明) 

        (有)東富士ǰリーンǵーȓǹ(代表取締役 田代 孝男) 

 

 5 報告書等年度別一覧 

 

 ① 2014年   6月 14日     東臼塚調査結果報告書                     

 ②       9月  8日     大蔵高丸植生防護柵調査結果 

 ③          10月 21日    赤谷プロǸェǯȈ現地調査結果 

 ④      11月 29日    富士山南東斜面の自然環境と植栽活動について 

 ⑤      12月 10日    須山口登山道周辺の樹皮防護ȍȃȈ設置事業 

 ⑥ 2015年  9月 15日     大蔵高丸植生防護柵調査結果 

 ⑦ 2016年  2月       御殿場口雪代堆積地の侵入植物調査 

 ⑧           10月       東臼塚草原植生防護柵の効果(中間報告) 

 ⑨           12月       富士山国有林須山口周辺部の活動と植生防護柵の効果 

 ⑩ 2017年  1月 7日    富士山南東斜面雪代堆積地の温度変化 

 ⑪        2月          御殿場口雪代堆積地の植生調査と侵入植物除去活動 

 ⑫ 2018年   2月        富士山御殿場口の自然環境と課題 

  ⑬ 2019年   2月             富士山御殿場口の自然環境と課題(改訂版) 
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